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りの古刹であり、細かくみていけば、この種
の例はほかにも出てくるであろう。 
 
 
Ⅲ 貴重本をめぐる 
 
  以上のごとき朝河収集本の中で、とりわ
け貴重なテキストについて最後にふれておき
たい。 
  議会図書館所蔵分では、いわゆる古写本
はほとんどないようだ。これに対してイエー
ル大学所蔵分には、古写本がみられる。 
  すでに翻刻紹介したが（『平家物語の転
生と再生』笠間書院,2003 年）、『元徳二年
後宇多院聖忌曼荼羅供』がある。巻子１軸。
元徳二年（１３３０）六月に行われた後宇多
院の七回忌における曼陀羅供の法会儀礼の準
備と当日の次第を記録した転写本である。応
永３２年（１４２５）の具注暦の紙背文書に
相当する。この年をさほど下らない頃の書写
と思われる。後宇多院は有名な後醍醐天皇の
父、鎌倉最末期、南北朝の動乱にいたる時代
の仏事法要記録として貴重である。 
 貼付された書き付けのメモによれば、本書
は西洞院家旧蔵本で、明治３７年（１９０
４）に春和堂が入手、軸装を施し、滋野井家
からすき返しの表紙を譲り受けたという。イ
エール大学の書票は、１９０７年であり、朝
河教授が春和堂から直接入手したのであろう。 
  朝河収集本で最も書写年時の古いのは、
ＹＡＪ目録分になるが、建長五年（１２５
３）写の『伝法許可作法次第』であり、他に
元亀二年（１５７１）、尊円法親王筆の『雲
州消息』がある。  
  また、国文学研究資料館の調査目録作成
の折り、スターリング記念図書館分（ＳＭ
Ｌ）にありながら目録に漏れたものが２点あ
ったので、追記しておきたい。神明説話の
『日吉山王利生記』、お伽草子の『はまぐ
り』である。後者は紺表紙の絵入り横本で、
本文は渋川版とおおきく変わらない。前者は
絵入り３冊本である。 
  さらにイエール大学には、二曲一双の古
文書張り交ぜ屏風があり、建久三年（１１９
２）から延享四年（１７４７）にいたる興福
寺を中心とする南都の論義などの古文書が貼
付されていて貴重である。 
  今後は議会図書館とイエール大学の双方
に目配りした総合的な朝河収集本の研究の積
み重ねが必要であろう。また、朝河収集本以
外の議会図書館資料としては、旧陸軍参謀本
部所蔵の兵法書コレクションが注目される。
とりわけ『訓閲集』が大量に出てきたので、
これも今後の課題としたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
